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小児の抑制を考える
一抑制帯の改良を試みて一
10階西　○加藤悦子　佐藤　田代　小林　荒　藤田　鹿野
　　　　　石川　加藤（礼）名塚　生原
　はじめに
　私達の病棟は、急性期の入院が多く、ほとんどの児
が初めて親と離れて一人で入院している。特に低年齢
児では治療介助と共に、全面的な日常生活の援助が必
要となってくる。そこで、私達は児が、安全な日常生
活を送ることが出来るよう留意していかなければなら
ない。しかし、児は入院や治療に対して理解すること
が出来ず、訴えが不十分な為、事故につながるような
場面に出合うことがある。
　当科では、急性期症状（発熱、下痢、嘔吐、けいれん
等）の入院が多く、大多数が入院と同時に持続点滴が実
施される。
　体力の消耗を防ぎ、安静を保持するためと、治療が
スムーズに行なわれるようにしばしば’“抑制”を行な
う場合がある。しかし、現在使用している抑制帯のみ
では、効果が十分に得られないことが多かった。
　そこで、今回私達は、より効果的な安全性の高い抑
制帯を作製し、改良を試みたのでその過程を発表する
　目的
　新たに抑制帯を作製する事によって、患児が、より
安全な日常生活を送る事ができるように援助する。
　対象
　当院10階西小児内科病棟に入院中の患児のうち、安
静を保てず　治療上支障をきたすと考えられる乳幼児。
　期間
　平成1年7月17日～12月3日
　従来の抑制チョッキの問題点
　従来の抑制チョッキは、上半身それも体幹のみのジ
ャケット型抑制であった。そのため、いくつかの問題
点が生じた。
　1．S、M、　L、と3サイズあっても体にフィットしない。
　2．体幹のみの抑制だけであり、四肢が自由に動く
ため、抑制から逃れようとする行動がみられる。
　3．抑制されることにより、かえって抵抗し、体位
が固定されないことがある。
　4．　ベッドの頭部をギャッヂアップする際、体の位
置が下がる為、頸部～胸部が圧迫される。（図A一ロ）
　5．着脱に手間がかかる。
実践及び評価
　当科における現在の抑制方法では、上半身のみの抑
制しか行なわれておらず、下肢の固定がされていない。
より充分な抑制が行なわれるよう下肢の抑制帯（図B）
を作製し、今までの抑制チョッキも併用した上で、スタ
ッフに患者への使用を促し平成1年7月17日～8月11日
までアンケート調査を行なった。　（表D参照）
　アンケートの結果、従来の抑制チョッキのみの場合
に比べ、安全性が高いという結果（71％）が得られた。
又マジックテープを使用する事により、着脱が容易で
あったという意見（71％）も得られた。　しかし、体に合
っていたという意見は21％、又従来のものに比べ抑制が
充分であったという意見は、57％と、半数にしか及ばな
かった。その理由として、足が抜出る・膝が浮く等の
意見が多く、又今まで挙がっていた「頸部～胸部が圧
迫される」という問題点は、依然として解決されてい
なかった。そこで、上記のような問題点を解決する為
の対策を表にまとめた。（表A）
　対策を基に、改良した抑制帯（図C）を作製した。
又、シーツの色に合わせ、印象を柔らかくするよう、ピン
ク色の布にしたものを実際に使用し、平成1年8月12日
～12月13日まで再度アンケート調査を行った。
　抑制帯Cを使用した結果、マジックテープの幅を広く
したことにより、体に合っていたという意見が21％か
ら68％に上昇した。安全性の面では、71％から84％に上
昇しており、ギャッヂアップ時の頸部～胸部の圧迫と
いう問題点も抑制帯と砂のうを併用する事により、解
消されつつあるということを示している。抑制が不十
分だという意見が57％から減少したが依然32％占めてい
る。これは表Bの中にあるように力の強い幼児に使用
した場合、膝を浮かせて、抑制を自分ではずしてしま
うという意見も含まれている。
　考察
　今回、私達はより安全な日常生活の援助の一方法と
して、抑制について考え、新しい抑制帯の考察・作製
さらに改良を行った。
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　初めに作製にあたり、スタッフ間で今までの問題点
を挙げていった結果、下肢の抑制に対する何か良い工
夫はないだろうか、という意見に一致した。
　実際に下肢の抑制帯を作製してみて、今後の課題と
して残った点もいくつかあるが、得られた成果も大き
かったように思われる。その成果の一つとして、抑制
の目的がより確実に果たせるようになったということ
が拳げられるとする。
　以前までの上半身のみの抑制では、肩の固定はされ、
起き上がることは抑えることができたものの、実際に
は上体の位置はほとんど固定されなかった。それに対
し、下肢の抑制帯をプラスすることで、児の抵抗力を
分散させ、体動を最少限に抑えることが出来たのでは
ないだろうか。ケースによっては下肢の抑制のみで十
分目的が果たされ、上半身が自由になり、生活範囲が
広がった。さらに、今回のマジックテープ使用につい
ては、他のスタッフからも好評を得ることができた。
これは、児のそれぞれのサイズに幅をもたせることが
できた、という点と着脱の容易さにある。これを更に
従来の抑制チョッキに取り入れてみても良いのではな
いだろうか。
　また、アンケートをとり、スタッフの意見を取り入
れた抑制帯を作製したことは、看護婦が求めるもの、
患児への安全性を高めるものにより近づけたのではな
いだろうか。しかし、今後考えていかなくてはならな
い問題として、布の耐久性やマジックテープの効力は、
洗濯することによってどの程度変化するかということ
があげられる。今回の研究では、それらを調査するこ
とができなかったが、今後継続して使用していくうえ
で考えていきたい。又、抑制は充分に行えたが、依然と
してギャッヂアップする際に頸部～胸部が圧迫される
という問題点は残った。今回は砂のうで補強したが、
今後は上半身の抑制帯も含め改善策を考えていきたい。
　更に今回、研究期間中に対象となる児が少なかった
為充分なアンケートの集計枚数が得られなかった。し
かし今後、対象を広げていくことにより、まだまだ色
々な意見があると思われる。その意見を生かし、より
良い抑制帯を追求していこうと思う。
　おわりに
　抑制帯の改善が行なわれても、これを使用する看護
婦が六宮の安全・安楽を考え実施しなければ、有効に
生かすζとはできない。
　又、固定に対する考え方も’NX抑制”ではなく“保護
する”という立場で実施しなければならない。
　今後、今回の研究を基に残された課題を深め工夫し
ていくとともに、より安全性の高い看護を提供できる
よう努力していきたい。
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（表A）
問　　題　　点 対　　　　　策
1．膝が浮く
Q．体に合わない
・膝より上に装着するよ
@うにする
Bマジックテープの幅を
Lくし適応範囲を広く
ｷる
E膝固定の布の基底部を
@7㎝から5㎝に狭くす
@る
3．頸部が圧迫される ・大腿の下に砂のうを入
黷
4．色がシーツの色（ピ
@　ンク）と異なる白な
@ので“抑制”という
@強制的な印象がある
o抑制帯の色をピンクと
ｷる
（表B）
　　　　改良型アンケートの結果
・足に点滴が入っている児には有効
。マジックテープの幅が広くなったので強力でよい
。マジックテープが長くなり、より使用範囲（年齢）
が広がった。
・マジヅクテープを使用したので患児の足の太さに合
わせることができる
・マジックテープの上にひもをつけたことによって
　二重に抑えられる
・色がピンクでかわいく、シーツと同色なので異和
感がない
・厚手の綿なので、丈夫で、吸湿性に富んでいる
。力の強い児に使用した場合、膝を浮かせて抑制を
　自分ではずしてしまう
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（図A） イ）従来の抑制チョッキと下肢の抑制帯を使用した場合
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（表C）
〈アンケートの結果〉
∫ノ tO　一　∫唖」
（表D）
色　　　ピンク色
素材　　図Bと同様
改良前 改良後
・安全（危険性はなかった
か） はい 71％ 84％
いいえ 29％ 16％
Q今までのものに比べて
抑制が充分であったか？ はい 57％ 68％
いいえ 43％ 32％
・体に合っていたか？ はい 21％ 68％
いいえ 79％ 32％
・点摘etcのトラブルは
あったか？ はい 36％ 8％
いいえ 64％ 92％
・着用は容易であったか はい 71％ 100％
いいえ 29％ 0％
・改良前のアンケート 集計枚数 15枚
・改良後 〃 26枚
看研アンケート
　（評価の参考にしたいのでよろしくお願いします）
1　あてはまるものにOをつけて下さい。
　（いいえの場合のみ理由をお願いします）
　○安全（危険性はなかったか）　はい
　　　　　　理由（
　　　　　　　　　　　　　　　はい
　　　　　　理由（
　○体に合っていたか？　　　　はい
　　　　　　理由（
　o点滴etcのトラブルはあったか？　はい
　　　　　　理由（
　○着用は容易であったか？　　　はい
　　　　　　理由（
皿　下記の問いに答えて下さい。
　　か？
　　　（
　O布地はどうでしたか？
　　　（
　oデザインはどうでしたか？
　　　（
　○気付いた点
　　　（
　部屋番号（　　　）年齢（
　　患児名（　　　　　　　　　　）
○今までのものに比べて抑制が充分であったか？
いいえ
　　　）
いいえ
　　　）
いいえ
　　　）
　　いいえ
　　　）
いいえ
　　　）
○抑制帯を着用したときに最も不安定な所はどこでした
　 　　　　　　）病名（
一御協力ありがとうございました一
）
）
）
）
）
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